
 

教科目標 

化粧品総合学科 

１．養成目的 

化粧品業界の現場で顧客のニーズに対応し、新しい化粧品を提案・開発・製造することのできる力を持っ

た職業人になる。 

 

２．教育目標 

化粧品の処方開発、製造、分析、申請等についての専門知識と技術を持ち、共同実習を通じてコミュニケ

ーション力、プレゼンテーション力、問題解決力を養うとともに、化粧品を作り上げることができるよう

になる。 

 

３．カリキュラム  

教育内容 科目 
総時間数 

（総単位数） 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

基礎分野 

 

導入研修ⅠⅡ / 滋慶選択 / プロ養成講座 / 

コンピュータⅠ～Ⅳ / 就職対策講座ⅠⅡⅢ / 英語 / 専門英語  

３１５ 

（２１） 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

専門基礎分野 

化学ⅠⅡ / 有機化学 / 機器分析化学 / 化粧品原料化学 / 

機能性原料化学 / 香粧品化学 / 香料化学 / 調香化学 / 

界面コロイド化学 / 微生物学 / 国際教育語学講座 / 

国際教育講座（海外研修） / 皮膚科学 / 化粧品の安全性 / 

化粧品マーケティング / 医薬品医療機器等法 / 医薬部外品論  

４８０ 

（３２） 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

専門実技分野 

化粧品基礎実習 / 化粧品基礎技術実習（生物） / 

化粧品基礎技術実習（化学） / 化粧品基礎技術実習（微生物） /  

スキンケア製品開発実習 / メイクアップ製品開発実習 /  

ヘアケア製品開発実習 / メイクアップ演習 / 化粧品分析実習 / 

化粧品研究開発製造実習ⅠⅡ /企業連携商品開発演習 
１２４５ 

（５０） 

 

専門資格分野 

 

有機溶剤作業主任者 / 色彩検定対策講座ⅠⅡ/ 

アロマテラピー検定対策講座 / 化粧品検定講座 /  

化粧品成分検定講座 

合計 
２０４０ 

（１０３） 

※ 卒業・進級に必要な授業時間数  １年次 １０６５時間 （５４単位）  ／  ２年次  ９４５時間 （４７単位） 
 

 
 



 

４．学年（学期）目標 
学年 到 達 目 標 

１年 

（前期） 

【自己分析期】  

・化粧品を学ぶ為の基本となる知識・技術を通し、自己理解をする。 

・基礎実験技術と化学・微生物の知識を習得するとともに、化粧品の専門科目を修得する。 

・他者とコミュニケーションにより、自己認識、他者認識をする。 

１年 

（後期） 

【自己形成第１期】  

・目標とする業界の専門知識・技術を習得、また、業界で必要となる資格を取得し、職業人となる 

自己形成をする。 

・化粧品に関する専門知識・技術を身に付ける。 

・業界の状況を知り、目指すべく職業人像を持つ。 

２年 

（前期） 

【自己形成第２期】  

・専門知識、技術の習得と専門資格の取得により自己肯定感を高め、セルフマネージメント力を身

に付ける。 

・社会人としての身構え・気構え・心構えを身に付ける。 

・自己分析を通じて就職活動に必要な自己PRができる。 

・業界の即戦力となる力をつけ、就職活動で業界への内定を獲得する。 

２年 

（後期） 

【自己実現】 

・卒業研究を通じて専門技術とコミュニケーション力・プレゼンテーション能力を身に付ける。 

・卒業研究発表を通じて、社会で即戦力となれる総合的化粧品プロデュースおよびプレゼンテー 

ション能力を発揮し、業界で必要とされる人材となる。 

 

５．取得目標資格 

資格名 必・選 認定団体 認定方法 

化粧品総括製造販売責任者 必修 国家資格（各都道府県薬務主管課） 卒業時認定 

日本化粧品検定 必修 一般社団法人 日本化粧品検定協会 試験 

化粧品成分検定 必修 一般社団法人 化粧品成分検定協会 試験 

アロマテラピー検定 必修 公益社団法人 日本アロマ環境協会 試験 

色彩検定 必修 公益社団法人 色彩検定協会（AFT） 試験 

有機溶剤作業主任者 必修 
国家資格 

(都道府県労働局安全課、労働基準監督署) 
講習後、終了試験 

 

６．就職分野 

就 職 分 野 職   種 核 能 力 

化粧品会社 、原材料会社 

受託生産会社（OEM・ODM）  

美容関連会社 

開発、研究、分析 処方開発、分析、管理 マーケティング 

品質管理、分析、製造 分析、管理、処方開発 

申請、品質保証、流通 法律、管理、コミュニケーション 

 


